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□　第1次試験（教養・専門・適性試験）
　　試験日：令和6年9月22日（日）　
□　第2次試験（面接・資格調査）……（対象者：第1次試験に合格した人）
　　試験日：令和6年10月上旬以降
□　受験申込

令和6年7月8日（月）から8月7日（水）までに、申込用紙に必要事項を記入のうえ、筑北村総務課へ提出し
てください。郵送の場合は8月7日（水）午後4時まで必着

□　試験要領・申込用紙
　　筑北村総務課及び各支所窓口に直接請求又は村HPよりダウンロードしてください。

お問い合わせ先　〒399-7501 長野県東筑摩郡筑北村西条4195番地　筑北村役場 総務課 TEL66-2111

筑北村一般職の職員を公募します
令和7年4月1日に採用予定の筑北村一般職の職員採用試験を次のとおり実施します。
（行政需要の変化等により、採用日を変更する可能性があります。）
□　募集内容

試験区分 採用予定人員 受　験　資　格
行政事務

初級
若干名

平成11年4月2日から平成19年4月1日までに生まれた人で、高等学校卒業程
度の学力を有する人（高等学校卒業予定者含む）

行政事務
社会人基礎 昭和62年4月2日から平成11年4月1日までに生まれた人

保健師 若干名 昭和59年4月2日から平成15年4月1日までに生まれた人で、保健師資格を有
する人若しくは取得が見込める人

（共通要件）・普通自動車運転免許を有する人、若しくは取得が見込める人、勤務部署へ通勤可能な人

4つの財務書類からみた筑北村の財政4つの財務書類からみた筑北村の財政
財務書類（財務4表）とは、企業会計に用いられる発生主義の考え方に基づいて作成さ

れた財務資料であり、発生主義に基づく財務書類においては、現金主義では見えにくい減価
償却費などのコストや資産・負債というストックを把握することで、中長期的な財政運営への
活用の充実が期待できます。
筑北村では平成28年度決算から統一的な基準に基づく財務書類を作成し公表しており、

今回は令和4年度の村全体会計の財務書類を公表します。

令和5年度
◉寄附件数 
　3,498件
◉寄附金額
　31,126,000円

①貸借対照表　BS（Balance sheet ）バランスシート

会計年度末における資産及び負債の状況を明らかにする表

【資産の部】これまで積み上げてきた資産 【負債の部】将来の世代が負担する金額

固定資産 固定負債（地方債、退職引当金等）49億400万円

有形固定資産（道路、学校など）246億7,700万円 流動負債（一年以内償還予定地方債等）

無形固定資産（ソフトウェア） 0円 7億4,400万円

投資その他の資産（出資金・基金など） 負債合計

14億9,000万円

流動資産（財政調整基金、減債基金など）

41億7,900万円 純資産合計

資産合計 負債及び純資産合計

②行政コスト計算書　PL（profit and loss statement ） ③純資産変動計算書　NW（Net Worth statement）

貸借対照表（BS）の純資産の変動要因を明らかにする表

経常費用 【1】65億7,000万円 前年度末純資産残高

業務費用 38億9,500万円 本年度純資産変動額

人件費（職員給与、議員報酬など） 8億5,900万円 純行政コスト △62億6,000万円

物件費（物品購入、減価償却など）29億3,400万円 財源（税収等、補助金） 56億3,000万円

その他（地方債の利子など） 1億200万円 無償所管換等 △3,600万円

移転費用 26億7,500万円 その他 0万円

補助金等 23億4,300万円 本年度末純資産残高

社会保障給付 3億600万円

その他 2,600万円

経常収益 【2】 3億8,400万円

④資金収支計算書　CF（Cash Flow）キャッシュフロー使用料及び手数料 3億円

資金の流れを区分別に明らかにする表その他 8,400万円

業務活動収支 6億3,700万円純経常行政コスト（【1】-【２】）＝【3】61億8,600万円

投資活動収支 △7億3,500万円臨時損失（災害復旧事業費など） 【４】 7,400万円

財務活動収支 △900万円臨時利益（資産売却益） 【５】 0万円

本年度資金収支額 △1億700万円純行政コスト（【３】＋【４】-【５】） 62億6,000万円

前年度末資金残高 3億3,300万円

本年度末資金残高 2億2,600万円

246億9,800万円

△6億6,600万円

261億6,700万円

56億4800万円

【純資産の部】現在までの世代が負担した金額

246億9,800万円

303億4,600万円 303億4,600万円

業務実施に伴い発生した費用を明らかにする表

253億6,400万円

●村の１年間の経常的な活動に伴うコストと使用料・手数料等の収入を

示したものです。従来の会計では捕捉できなかった減価償却費など非現

金コストについても計上しています。経常費用合計から経常収益合計を

差引いたものが当該年度の純経常行政コストとなります。

●村の純資産が１年間にどのように増減したかを明らかにし

たもので、総額としての純資産の変動に加え、それがどのよ

うな財源や要因で増減したのかを示しています。

●村の１年間の現金の使途と収支を示したものです。

・業務活動収支：行政サービスを行う中で毎年継続的に生じる収支

・投資活動収支：公共施設の整備・基金等に関わる収支

・財務活動収支：地方債の調達及び返済に関わる収支

●貸借対照表は会計年度末時点において村の資産と、その資産をどのような財源（負債・純資産）で賄ってきたかを一目で分かるように

したものです。左側に資産を表示し、右側に負債及び資産と負債の差額である純資産を表示しています。

・資産：道路、学校等将来の世代に引き継ぐ社会資本や、基金等の将来現金化することが可能な財産等、これまでの行政活動で形成された資産

・負債：資産を形成するための地方債など、将来の世代が負担しなければならい返済義務のあるもの

・純資産：資産から負債を差し引いた正味の資産となるもので、過去の世代から積み上げてきた資産

＊＊上記4表から読み取れること＊＊＊＊上記4表から読み取れること＊＊

●住民一人あたりの資産
　資産合計　÷　住民基本台帳人口
　資産　＝　734万円（平均741万円）
　資産は高い方が良いとされています。

●住民一人あたりの負債
　負債合計　÷　住民基本台帳人口
　負債　＝　137万円（平均150万円）
　負債は低い方が良いとされています。

●純資産比率
純資産　÷　資産合計
純資産比率　＝　81.4％（平均76.3％）
純資産の比率が高いほど、負債が少ないことを意味するので
高い方が良いとされています。

●住民一人当たりの行政コスト
純行政コスト　÷　住民基本台帳人口
住民一人当たりの行政コスト　＝　151万円（平均123万円）
１年間の行政活動に対する住民一人当たりの負担がどれくらいか把握ができ、
低い方が良いとされています。

～今後も将来への負担を極力抑え、負担を先送りしないよう健全な財政運営に努めます。～

お問い合わせ先：企画財政課　TEL 66-2111

※住民基本台帳人口：筑北村　R5.3.31人口　4,135人
※平均：全国同規模自治体  総務省 類団区分町村I-0
　R3数値より　

編集　筑北村総務課
〒399-7501
長野県東筑摩郡筑北村西条4195番地
電話　0263-66-2111
FAX　0263-66-3370
ホームページ
https://www.vill.chikuhoku.lg.jp

筑北村の人口
総人口総人口 3,993人

男男 2,002人

女女 1,991人

戸数戸数 1,782戸
（令和6年6月30日現在）

令和6年7月18日発行
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村では、災害発生時や災害が発生するおそれがある場合に村民の皆様へ緊急情報、避難所開設情報などを伝える

ため、防災行政無線屋外スピーカーを各地区に設置をして運用しています。

現在の施設は老朽化が進み、放送ができない事象なども発生していることに加え、放送が聞こえない地域が点在

することから、設備の一斉更新を行うと同時に情報伝達の強化と多重化を図ります。

工事期間中は、近隣住民の皆様にご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

工事について

全体事業と各事業費（令和6年6月10日現在）

屋外スピーカーについて

皆様へお願い

屋外スピーカーによる放送を村内全域の居住区域（屋外）に届くように整備します。

屋外スピーカーは、高性能スピーカーを導入し、近くで「やさしく」、遠くまで「はっきり」聞こえるようにし、

災害等で停電しても、３日間は放送ができるように整備します。

屋外放送が聞こえない集落から離れた一軒家等には、戸別受信機と戸別スピーカーを配備します。

区 屋外スピーカーの整備計画（５１カ所）

東条１区 河鹿沢公民館（新設）、大沢下戸川（新設）、大沢公民館、立川公民館、栃平（新

設）、岩戸公民館（移設）

東条２区 竹之下公民館、田屋相撲場、八木公民館

乱橋区 乱橋みなくる館（移設）、乱橋大門公民館

小仁熊区 上手山公民館（新設）、小仁熊上、小仁熊下公民館

丸山町区、西条区 役場本庁舎

聖南町区 旧聖南町公民館、防災公園東側（新設）

刈谷沢区 刈谷沢公民館、刈谷沢第二公民館

東山区 東山集落内（移設）

中村区 矢花山寺集会所、役場坂北支所、中島 坂北加工所（新設）

向原区 向原コミュニティセンター

青柳区 青柳消防詰所

昭和町区 昭和町消防詰所

竹場区 竹場公民館、竹場桂、竹場赤坂（新設）

仁熊区 仁熊公民館、原集会所、日向集会所、細田歳の神（移設）、赤松集会所

別所区 町集会所、平集会所、別所中里三叉路（移設）

上安坂区 真田公民館、新屋集落内（新設）、上安坂公民館（移設）、桂石氷室集荷場（新設）、

熊の川集落内

中安坂区 新倉コミュニティセンター（新設）、中安坂公民館、老人レクレーション集会施設

下安坂区・下永井区 古司しりつみ公園駐車場（新設）、役場坂井支所、山崎マルセン自動車様北側（移

設）

上永井区 永井中村公民館、松場消防車庫（移設）、大野田集落南側（移設）

（廃止） 別所区大側集会所、やすらぎスポーツ広場

防災ラジオによる定時放送（ ： 、 ： 、 ： ）、緊急割込み放送は工事期間中、工事終了後も引き続き行

います。防災ラジオの適切な管理をお願いします。

お問い合わせ先 総務課（TEL６６－２１１１）

【工事名】

令和6〜7年度　筑北村防災行政無線更新整備工事

【工　期】

令和6年5月22日から令和8年3月20日

【施工業者】

and株式会社長野営業所（塩尻市）

【工事概要】

・親局　1局（役場本庁舎）

・中継局　2局（坂北 仁熊原地籍、坂井 安宮神社駐車場）

・屋外スピーカー　51カ所

・防災カメラ　17か所（SIC付近、国・県道、一級河川を監視し、テレビ松本12チャンネルで放送します）

【工事の予定】

・令和6年6月〜8月

・令和6年9月〜

・令和8年3月

　各区や常会ごとの詳細な工程が決まり次第、区長様及び常会長様にご通知するとともに、広報誌等でも

お知らせします。

　工事概要、屋外スピーカーの放送範囲をシミュレーションした図、屋外スピーカー位置図等は村ホーム

ページで公開しています。

　防災行政無線の更新にあたり、工事や試験放送等でご迷惑をおかけする場合がありますが、ご理解とご協力をお

願いします。

　工事期間中も屋外スピーカーからの定時のチャイム（午前６時、正午、午後４時、午後６時）、緊急放送は従来

どおりお伝えします。

区長様、常会長様への説明会、現場立会い、工事準備

屋外スピーカー、親局、中継局等の工事開始

※工事方法により工事期間中の数日間、放送を停止する場合があります。

しゅん工、本格運用開始 予定

令和5年度

令和6〜7年度

令和6〜7年度

令和6年度

令和7年度（予定）

令和7年度（予定）

総事業費

財源見込み　緊急防災･減災事業債(地方債） ※元利償還金の70％が交付税措置されます。

一般財源

防災行政無線デジタル（同報系）システム調査・実施設計業務

防災行政無線更新整備工事

防災行政無線更新整備工事設計監理業務

携帯型無線機購入

テレビ松本L字放送連携業事業

ポテカ（雨量計）移設等の附帯工事

5,621,000円(契約額）

550,608,960円(契約額）

14,685,000円(契約額）

11,079,000円(予算額）

15,384,000円(見込額）

3,412,000円(見込額）

600,789,960円

589,700,000円

11,089,960円

防 災 行 政 無 線 の 更 新 工 事 を 行 い ま す
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メンタル・カウンセリングルーム筑北メンタル・カウンセリングルーム筑北のの
お知らせお知らせ

住民福祉課住民福祉課

サービス内容

カウンセリングって何をするの？

月1回無料の個別のカウンセリング、訪問等での相談を実施しています。
プライバシーは厳守し、困り事をじっくりとお聞きします。

孤独感や将来の不安、生活の悩みなど、小さな心配事から大きな問題まで、
専門のカウンセラーが寄り添い、共に考えながら悩みの軽減を目指します。

　「家族に辛いと言いたいのに言えない」「昔は身体が動いたのに今
は思い通りに動かなくなった」など頭の想像と現実が離れると人は悩み
ます。
　我慢して周囲に合わせる人も居れば、無理して昔のような動き方をして
しまう方も居ます。
　カウンセリングは等身大の自分を見つける作業とも言えます。一緒に探
求してみませんか？

〈カウンセラー紹介〉

小林 嘉敏（こばやし よしとし）

公認心理師・精神保健福祉士
かとうメンタルクリニック、スクールカウンセラー、ひきこもり支援団体等で、
様々な悩みを抱く当事者・家族のカウンセリングを行っています。

【相談の予約、お問い合わせは】住民福祉課保健師（TEL66-2111）または
小林相談員のメール ykokoro726@gmail.comへ直接予約のお申し込みをしてくだ
さい。

「調味パーセント」は、だれでもいつでも同じ味付けができるように考案されました。
作りたい分量が材料表とは違う場合に「調味パーセント」に従って調味料の分量を計算すれば、一定

の味付けができて、どんな分量の材料でも同じ味付けを再現することができます。

調味パーセントとは…

「材料の重量に対する塩分量
または糖分料の割合」で表さ
れるので、材料も調味料もき
ちんと計算することが必要で
す。塩分量の管理が勘に頼
ることなくできるので、塩分
制限が必要な場合にも役立
ちます。

管理栄養士の食がくコーナー　～食を「学」ぼう！食を「楽」しもう！～

「調味パーセント」をマスターしよう！

次号に続きます

１材料の重量を量る
材料の調味直前の状態の重量を量ります。例えば魚介や野菜ならば下ごしらえ
のすんだもの、汁物や煮汁の多い煮物ならば液体の重量も量ります。

２塩分・糖分の重量=

各料理に適切な塩分または糖分の重量は、調味パーセント（表1）に従って、上記
の式で算出します。重量を計量スプーンに換算するには表2をご参照ください。

３塩や砂糖以外の調味料の量を出すには
塩味でしょうゆやみそ、甘味でみりんを使用するときに表2を使って換算します。

材料の重量（g）×調味パーセント（%）
100

表
１

料
理
の
調
味
パ
ー
セ
ン
ト

料理名 調味対象 調味パーセント
塩分 糖分

みそ汁 だし 0.6 ～ 0.8
魚の塩焼き 魚 0.5 ～ 1.0
ハンバーグ 材料全体 0.4 ～ 0.6

煮物 材料全体 1.0 ～ 1.2 4 ～ 6
炊込みご飯 米 1.5

表
2

食
塩
相
当
量
・

糖
分
換
算
表

食品名 小さじ 大さじ
しょうゆ 6g＝食塩相当量 1.0g 18g＝食塩相当量 3.0g

みそ 6g＝食塩相当量 0.8g 18g＝食塩相当量 2.2g
ウスターソース 6g＝食塩相当量 0.5g 18g＝食塩相当量 1.5g

マヨネーズ 4g＝食塩相当量 0.1g 12g＝食塩相当量 0.2g
みりん 6g＝砂糖2.0g 18g＝砂糖6.0g

HPV（子宮頸がんワクチン）のHPV（子宮頸がんワクチン）の
キャッチアップ接種キャッチアップ接種※※についてについて

HPVワクチンを公費で接種できるのは2025年3月末まで
標準的な接種間隔の場合、接種完了までに6か月かかります。
2024年9月末までに1回目の接種を開始した場合、

3回の接種を公費で完了することができます。

※キャッチアップ接種とは、HPVワクチンの積極的な勧奨の差し控えにより
接種機会を逃した女性に対して公平な接種機会を確保することを目的に
実施しています。

★キャッチアップ接種対象者★
①平成９年４月２日生まれから平成20年4月1日生まれの女子
　　　　　　　　　　　　　　　かつ
②過去にHPVワクチンの接種を任意接種も含めて合計3回の接種を受けてない方

調
味
料
の
量
を
決
め
る
方
法
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令和６年度
地域発 元気づくり支援金事業に選定されました

コミュニティ助成事業（宝くじ助成）について

県では、豊かさが実感でき、活力あふれる輝く県づくりを進めるため、市町村や公共的団体等が住民ととも
に、自らの知恵と工夫により自主的、主体的に取り組む地域の元気を生み出すモデル的で発展性のある事
業に対して助成を行っています。
令和６年度事業【松本地域】として、筑北村から申請していた２事業が選定されました。

この制度は、宝くじの社会貢献広報事業として、コミュニティ活動に必要な備品の整備や、安全な地域づく
りの推進および活力ある地域づくり等を行う事業に対し助成を行い、地域のコミュニティ活動の充実・強化を
図ることにより、地域社会の健全な発展と住民福祉の向上に寄与するための事業です。
令和7年度事業の申請にあたっては、8月頃を目途に県から市町村へ事業募集の通知がされる予定です。
県では、事前に備品や団体の申請可否について相談を受け付けておりますので、皆様の地域や団体等で実施

したい事業がありましたら、まずは企画財政課までご相談ください。

【内定事業】【内定事業】

事業名 事業内容 総事業費
（千円）

支援金
内定額（千円）

ちくほくの『く』
ちくほくの暮らしを
“プレ体験”

（担当課：企画財政課）

筑北村の移住者の6割が畑等を実施していること、移住にあたり
住まいの選択肢は「空き家購入」であることを踏まえ、移住後の
ミスマッチを防ぐため、「農ある暮らし」を体験する農業体験及び
「空き家改修」のノウハウを学ぶDIYワークショップを行うことで、
移住前に判断できる機会を創出する。

2,499 1,895

近代遺産と
デジタルを活用した
新たな観光事業
（担当課：観光課）

村内の観光周遊性の向上を図るために、JRとの共同企画で旧
国鉄廃線敷を整備・活用し、ウォーキングイベント等を開催すると
ともに、PRキャラクターのグッズ制作を行うことで村の認知度向
上・PRを図り、新たな観光資源の発掘に取り組む。

6,639 4,903

※総事業費は現時点でのものであり、変更となる場合があります。※総事業費は現時点でのものであり、変更となる場合があります。

【過去３年間の事業実績】【過去３年間の事業実績】
年度 団体名 事業内容 総事業費（円） 助成金額（円）

R4
昭和町区昭和町区 除雪機2台の整備除雪機2台の整備 1,219,1451,219,145 1,200,0001,200,000

東条2区田屋常会東条2区田屋常会 コミュニティ活動備品の整備コミュニティ活動備品の整備 1,364,3301,364,330 1,300,0001,300,000

R5
熊野川常会熊野川常会 除雪機2台の整備除雪機2台の整備 1,725,1301,725,130 1,700,0001,700,000

仁熊区仁熊区 エアコン4台の設置エアコン4台の設置 1,816,6501,816,650 1,800,0001,800,000

R6 申請事業なし申請事業なし

お問い合わせ先：企画財政課企画係、観光課観光商工係（TEL 66-2111）お問い合わせ先：企画財政課企画係、観光課観光商工係（TEL 66-2111）

お問い合わせ先：企画財政課企画係（TEL 66-2111）お問い合わせ先：企画財政課企画係（TEL 66-2111）
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村
で
は
、「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
食
事

券
」
の
発
行
に
併
せ
て
飲
食
店
を
対

象
と
し
た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

筑
北
村
内
の
対
象
飲
食
店
で
飲

食
、
出
前
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
等
を
利

用
し
、
会
計
時
に
レ
ジ
で
「
も
ぐ
も

ぐ
ち
く
ほ
く
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
」
を

提
示
す
る
と
、
ス
タ
ン
プ
を
押
印
し

て
く
れ
ま
す
。

異
な
る
ス
タ
ン
プ
を
3
つ
以
上
集

め
応
募
す
る
と
、
抽
選
で
食
事
券
等

の
賞
品
が
当
た
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

❖
開
催
期
間

令
和
6
年
7
月
7
日
（
日
）

〜
令
和
6
年
12
月
31
日
（
火
）

❖
そ
の
他

・
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
は
対
象
飲
食
店

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

・
詳
し
く
は
対
象
飲
食
店
内
に
掲
示

さ
れ
て
い
る
チ
ラ
シ
や
、
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
食
事
券
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

村
で
は
観
光
事
業
の
一
環
と
し
て

観
光
名
所
を
巡
り
な
が
ら
駅
か
ら
駅

ま
で
を
歩
く「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」

を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
、
村
で
整
備
を
進
め
て
い

る
旧
篠
ノ
井
線
の
廃
線
敷
を
歩
く

コ
ー
ス
で
設
定
し
ま
し
た
。

廃
線
敷
は
明
治
35
年
に
旧
国
鉄
に

よ
り
明
科
︱
西
条
間
が
開
通
さ
れ
、

昭
和
63
年
ま
で
86
年
間
利
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

廃
線
後
37
年
が
経
過
し
ま
す
が
、

当
時
の
レ
ン
ガ
積
み
の
ト
ン
ネ
ル
は

顕
在
で
、
先
人
の
英
知
と
努
力
の
集

結
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。普

段
は
立
ち
入
る
こ
と
の
な
い
ト

ン
ネ
ル
を
、
こ
の
機
会
に
ご
家
族
や

ご
友
人
と
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
み
ま
せ

ん
か
。

❖
開
催
日
時

令
和
6
年
8
月
25
日
（
日
）

9
時
30
分
〜
12
時
ま
で
の
都
合
の

よ
い
時
間
に
西
条
駅
を
出
発
し
て

く
だ
さ
い
。

❖
持
ち
物

懐
中
電
灯
、
飲
み
物
等

「
社
会
的
ひ
き
こ
も
り
」
と
さ
れ
る
状

態
に
あ
る
方
の
家
族
が
、
同
じ
悩
み
を

抱
え
る
ご
家
族
同
士
で
語
り
合
い
、
ひ

き
こ
も
り
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
身

に
付
け
、
家
族
の
対
応
の
仕
方
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。 

※
事
前
申
込
み
が
必
要

【
対
象
】「
社
会
ひ
き
こ
も
り
」
と
さ
れ

る
状
態
に
あ
る
方
の
家
族
で
、
2
日
間

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
継
続
し
て
受
講
可
能

な
方（
当
事
者
の
方
は
除
く
）。

❖
開
催
日
時

令
和
6
年
11
月
13
日（
水
）

令
和
6
年
12
月
13
日（
金
）

午
後
1
時
30
分

〜
午
後
3
時
30
分
ま
で

❖
場
所

塩
尻
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

❖
申
込
期
間

令
和
6
年
6
月
10
日（
月
）

〜
令
和
6
年
10
月
31
日（
木
）

【
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

松
本
保
健
福
祉
事
務
所

健
康
づ
く
り
支
援
課

（
☎
40
︱
1
9
3
8
）

平
日
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
申
込
時
に
簡
単
な
聞
き
取
り
を
行
い
ま
す
。

村
で
は
観
光
事
業
の
一
環
と
し
て

昨
年
に
引
き
続
き
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
、
鉄
道
遺
構
や
駅
周
辺
に

ス
タ
ン
プ
ス
ポ
ッ
ト
を
設
定
し
て
お

り
、
筑
北
村
な
ら
で
は
の
気
分
を
味

わ
え
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ス
タ
ン
プ
数
に
応
じ
て
抽
選
で
素

敵
な
賞
品
が
当
た
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

❖
開
催
期
間

令
和
6
年
7
月
27
日
（
土
）

〜
令
和
6
年
11
月
4
日
（
月
）

❖
参
加
方
法

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
ア
プ
リ
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

観
光
課　

☎
66
︱

2
1
1
1

詳
し
く
は
今
後
村
内
に
掲
示
す
る

ポ
ス
タ
ー
や
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

道
路
に
穴
が
あ
る
、
水
路
が
壊
れ

て
い
る
、
不
法
投
棄
が
あ
る
等
と

い
っ
た
事
案
を
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を

使
っ
て
投
稿
（
通
報
）
で
き
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。

【
ア
プ
リ
の
利
用
方
法
】

①
「M

y City Report

」
を
イ
ン
ス

ト
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

②
新
規
登
録（
ロ
グ
イ
ン
）

　

ア
プ
リ
を
立
上
げ
、
マ
イ
ペ
ー
ジ

か
ら
新
規
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

③
投
稿

ア
プ
リ
を
起
動
し
、
地
図
上
に
位

置
を
設
定
し
、
分
野
を
選
択
し
ま

す
。

状
況
の
写
真
を
撮
影
し
、
簡
単
な

コ
メ
ン
ト
「
道
路
に
穴
が
あ
り
」

等
を
添
え
て
投
稿
し
て
く
だ
さ

い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
課　

☎
66
︱

2
1
1
1

水
辺
の
事
故
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

梅
雨
の
時
期
が
終
わ
り
、
い
よ

い
よ
本
格
的
に
夏
が
始
ま
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

夏
は
全
国
的
に
水
難
事
故
の
発

生
が
多
く
な
り
、
令
和
5
年
7
月

か
ら
8
月
の
2
か
月
間
に
、
全
国

で
4
5
3
件
の
水
難
事
故
が
発
生

し
、水
難
者
は
5
6
8
人
で
し
た
。

水
難
事
故
件
数
の
半
数
は
海
で

起
こ
っ
て
い
ま
す
が
、
次
に
多
い

場
所
は
河
川
で
筑
北
村
内
に
お
い

て
も
河
川
や
用
水
路
な
ど
身
近
に

水
辺
は
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
水
難
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め

に
も
次
の
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

1
溺
れ
な
い
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

海
や
河
川
に
行
く
時
は
救
命
胴

衣
や
浮
き
具（
浮
き
輪
等
）
を
着

用
し
ま
し
ょ
う
。

2
溺
れ
て
い
る
人
等
を
発
見
し
た

ら
早
期
に
1
1
9
番
通
報
を
し

ま
し
ょ
う
。

溺
れ
て
い
る
人
や
様
子
の
お
か

し
い
人
を
発
見
し
た
時
は
、
早
期

に
1
1
9
番
通
報
を
お
願
い
し
ま

す
。

3
小
さ
い
子
ど
も
だ
け
で
水
辺
に

近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

未
就
学
児
や
小
学
生
等
の
小

さ
い
子
ど
も
だ
け
で
水
辺
に
近
づ

く
こ
と
は
と
て
も
危
険
で
す
。
近

づ
く
時
に
は
大
人
が
付
き
添
い
ま

し
ょ
う
。

救
命
胴
衣
や
浮
き
具
の
大
切
さ

に
つ
い
て
、
松
本
広
域
消
防
局
の

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
詳

し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◉
平
時
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
へ
の
接
続

と
乾
電
池
（
単
三
・
4
本
）
の
両

方
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

※
乾
電
池
だ
け
で
使
用
し
た
場
合
、

待
ち
受
け
で
約
60
時
間
、
連
続
使

用
約
9
時
間
で
電
池
が
切
れ
ま

す
。（
電
池
切
れ
時
間
は
、
乾
電
池

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。）

◉
1
年
に
1
回
は
新
品
の
乾
電
池
に

交
換
し
て
く
だ
さ
い
。
乾
電
池
は

ア
ル
カ
リ
乾
電
池
を
推
奨
し
ま

す
。

◉
災
害
に
備
え
、
予
備
の
乾
電
池
の

備
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
防
災
ラ
ジ
オ
に
防
水
機
能
は
あ
り

ま
せ
ん
。
水
を
か
け
た
り
、
濡
れ

た
手
で
触
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◉
試
験
放
送

　

毎
月
10
日
、
25
日
の
昼
12
時
35
分

頃
か
ら
、
緊
急
割
込
み
放
送
の
試

験
を
最
大
音
量
で
放
送
し
ま
す
。

災
害
等
の
大
切
な
お
知
ら
せ
を
確

実
に
行
う
た
め
の
試
験
で
す
。
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
課　

☎
66
︱

2
1
1
1

「
も
ぐ
も
ぐ
ち
く
ほ
く
ス
タ

「
も
ぐ
も
ぐ
ち
く
ほ
く
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
開
催
し
て

ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
開
催
し
て

い
ま
す

い
ま
す

「
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ

「
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
」を
開
催
し
ま
す

リ
ー
」を
開
催
し
ま
す

住
民
投
稿
ア
プ
リ

住
民
投
稿
ア
プ
リ

「
マ
イ
シ
テ
ィ
レ
ポ
ー
ト
」

「
マ
イ
シ
テ
ィ
レ
ポ
ー
ト
」

防
災
ラ
ジ
オ
の
お
願
い

防
災
ラ
ジ
オ
の
お
願
い

「
ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室
」

「
ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室
」開催

開
催

「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」を

「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」を

開
催
し
ま
す

開
催
し
ま
す

麻績消防署からのお知らせ麻績消防署からのお知らせ
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一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
村
長
な

ど
の
執
行
機
関
に
対
し
、
所
信
や
疑

問
を
た
だ
す
こ
と
、
あ
る
い
は
報
告

や
説
明
を
求
め
る
も
の
で
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
結
果
と
し
て
「
現
行
の
政

策
変
更
」
や
「
新
規
政
策
を
採
用
」

さ
せ
る
な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

各
議
員
が
特
に
お
伝
え
し
た
い
内

容
に
絞
っ
て
登
壇
順
（
質
問
順
）
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

村
の
考
え
を
問
う

村
の
考
え
を
問
う

一
般
質
問

一
般
質
問

10人の議員が発言…6月定例会10人の議員が発言…6月定例会
登壇順

（質問順） ～質問内容～ 議員名

１１

１．公共交通の更なる改善に向けた取り組みについて１．公共交通の更なる改善に向けた取り組みについて
２．帯状疱疹ワクチンの補助金適用について２．帯状疱疹ワクチンの補助金適用について
３．学校施設の老朽化対策について３．学校施設の老朽化対策について
４．「軟骨伝導イヤホン」の各庁舎窓口への設置について４．「軟骨伝導イヤホン」の各庁舎窓口への設置について
５．村内の幹線道路沿いの防犯カメラの設置について５．村内の幹線道路沿いの防犯カメラの設置について

一之瀬茂幸一之瀬茂幸
（p14）（p14）

２２
１．温泉施設運営等検討委員会について１．温泉施設運営等検討委員会について
２．温泉施設の経営改善について２．温泉施設の経営改善について
３．デマンドバス実証実験の経過と今後の課題について３．デマンドバス実証実験の経過と今後の課題について

窪寺　　務窪寺　　務
（p14）（p14）

３３

１．１．消滅可能性自治体の指摘を踏まえての人口減少対策について消滅可能性自治体の指摘を踏まえての人口減少対策について
２．地域農業の荒廃地対策と課題２．地域農業の荒廃地対策と課題
３．筑北米のブランド化３．筑北米のブランド化
４．坂井地域デマンドバス化による利用者激減について４．坂井地域デマンドバス化による利用者激減について

小山　正博小山　正博
（p15）（p15）

４４
１．空き家問題・不動産相続登記義務化について１．空き家問題・不動産相続登記義務化について
２．個人宅の防犯対策について２．個人宅の防犯対策について
３．聖高原駅一時利用駐車場について３．聖高原駅一時利用駐車場について

玉井　玲子玉井　玲子
（p15）（p15）

５５
１．2050 年働き手半減の人口推計から見たこの問題に対する村長のビジョンと戦略について１．2050 年働き手半減の人口推計から見たこの問題に対する村長のビジョンと戦略について
２．村内公共施設の方向性を決断していくことについて２．村内公共施設の方向性を決断していくことについて
３．ふれあい広場などの整備、活用について３．ふれあい広場などの整備、活用について

藤原　孝一藤原　孝一
（P16）（P16）

６６

１．村長の政治姿勢１．村長の政治姿勢
２．村内看板の整備２．村内看板の整備
３．温泉施設とくらの経営改善３．温泉施設とくらの経営改善
４．村内放送、テレビ放送４．村内放送、テレビ放送

吉池　昌昭吉池　昌昭
（p16）（p16）

７７
１．聖南中運動部活動地域移行ついて１．聖南中運動部活動地域移行ついて
２．企業誘致に伴う基本的な方針について２．企業誘致に伴う基本的な方針について
３．青柳城址公園登山道通行止めについて３．青柳城址公園登山道通行止めについて

宮下　敏彦宮下　敏彦
（p17）（p17）

８８ １．企業と連携した観光産業の発展、進捗について１．企業と連携した観光産業の発展、進捗について
山田　直幸山田　直幸
（p17）（p17）

99

１．タイケン学園の施設利用減免について１．タイケン学園の施設利用減免について
２．松くい虫被害木の対策２．松くい虫被害木の対策
３．ユニバーサルデザインの採用について３．ユニバーサルデザインの採用について
４．学校教育について４．学校教育について

櫻井　新一櫻井　新一
（p18）（p18）

1010
１．スマートインター付近の「工業団地開発」構想と展望について１．スマートインター付近の「工業団地開発」構想と展望について
２．温泉施設問題について２．温泉施設問題について
３．地域の公共交通としてのサービスの提供について３．地域の公共交通としてのサービスの提供について

勝田　　昇勝田　　昇
（p18）（p18）

編集　筑北村議会だより編集委員
〒399-7501
長野県東筑摩郡筑北村西条4195番地
電話　0263-66-2111
FAX　0263-66-3370

今回の内容
●6月定例会一般質問
●審議事項及び結果

令和6年7月18日発行

第第112112号号

収益金は長野県内の販売実績により分配されますので、お買い求めの際には「長野県内」の宝くじ売り場をご利用ください。
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質
問　

麻
績
村
と
両
村
共
通
の
課
題
で
あ

る
公
共
交
通
の「
検
討
委
員
会
」の
設
置
は
。

総
務
課
長　

両
村
で
公
共
交
通
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。「
公
共
交
通
会

議
」
を
経
て
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
め
て
い

く
。

質
問　

利
用
さ
れ
て
い
な
い
バ
ス
停
を
他

の
場
所
に
移
設
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長　

利
便
性
や
配
置
の
バ
ラ
ン
ス

を
顧
慮
し
配
置
す
る
こ
と
は
必
要
。
現
在

の
バ
ス
停
は
村
民
の
要
望
で
設
置
さ
れ
た

も
の
で
将
来
的
利
用
も
含
め
判
断
す
る
。

住
民
福
祉
課
長　

昨
年
県
で
調
査
が
あ
っ

た
が
費
用
の
助
成
に
至
っ
て
い
な
い
。国
・

県
の
動
向
を
注
視
し
、判
断
す
る
。

質
問　
「
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
」
の
各
庁

舎
窓
口
へ
の
設
置
は
。

住
民
福
祉
課
長　

現
在
窓
口
で
は
個
別
の

状
況
に
対
応
し
た
丁
寧
な
対
応
を
心
が
け

て
い
る
。
住
民
福
祉
課
窓
口
に「
耳
マ
ー

ク
」
を
設
置
し
て
お
り
、
聞
こ
え
に
不
自

由
な
方
に
対
し
て
対
応
で
き
て
い
る
。
今

後
各
窓
口
へ
の
設
置
を
検
討
す
る
。

質
問　

交
通
網
の
整
備
に
よ
る
今
ま
で
に

な
い
犯
罪
の
発
生
に
備
え
、
防
犯
対
策
を

強
化
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

総
務
課
長　

個
人
で
の
対
応
も
含
め
防
犯

意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
は
重
要
。

　

先
月
の
松
本
市
で
の
事
件
後
、
安
曇
野

警
察
署
に
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
を
依
頼
。

今
後
、
警
察
と
連
携
し
更
な
る
防
犯
対
策

を
行
う
。

質
問　

筑
北
ス
マ
ー
ト
I
C
や
幹
線
道
路

の
分
岐
点
等
に
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し

て
は
。

総
務
課
長　

本
年
度
よ
り
施
行
す
る「
防

災
行
政
無
線
」
で
防
災
カ
メ
ラ
を
筑
北
ス

マ
ー
ト
I
C
付
近
他
16
箇
所
に
取
り
付
け

る
。一
部
の
カ
メ
ラ
に
録
画
機
能
を
追
加

す
る
こ
と
に
よ
り
防
犯
に
も
対
応
で
き
る
。

防
犯
と
防
災
両
面
を
視
野
に
設
置
す
る
よ

う
努
め
る
。

質
問　

過
去
の
検
討
委
員
会
等
は
、
村

長
任
期
中
に
提
言
が
な
さ
れ
た
が
、
委

員
任
期
の
途
中
で
、
村
長
は
任
期
を
迎

え
る
。
検
討
委
員
会
か
ら
の
提
言
は
い

つ
頃
を
予
定
し
て
い
る
か
伺
う
。

村
長　

入
浴
料
・
宿
泊
料
の
改
定
、
施

設
改
修
等
を
6
年
12
月
ま
で
、
冠
着
荘

の
在
り
方
、
指
定
管
理
の
是
非
等
を
7

年
6
月
ま
で
、
と
く
ら
・
坂
北
荘
の
在

り
方
は
検
討
中
で
も
中
間
答
申
と
し
て

7
年
9
月
ま
で
の
提
言
を
希
望
す
る
。

質
問　

検
討
委
員
に
最
も
求
め
る
内
容

は
何
か
伺
う
。

村
長　

か
な
り
重
い
判
断
と
な
る
。
前

述
の
3
項
目
す
べ
て
を
希
望
す
る
。

質
問　

委
員
は
、
温
泉
施
設
の
財
政
状

況
・
経
営
状
況
等
を
理
解
し
た
上
で
の
、

提
言
と
な
る
。
村
は
ど
の
よ
う
な
説
明

を
す
る
の
か
伺
う
。

観
光
課
長　

過
去
の
提
言
内
容
、
決
算

状
況
・
経
営
状
況
・
経
費
状
況
・
特
に
収

入
で
は
、一
般
会
計
繰
入
金
・
施
設
利
用

収
入
、支
出
で
は
、人
件
費
・
賄
経
費
等

の
推
移
を
説
明
す
る
。

質
問　

実
証
実
験
は
2
か
月
が
経
過
し

た
が
、
坂
井
地
域
の
利
用
者
半
減
を
ど

う
捉
え
る
か
伺
う
。

村
長　

利
用
者
減
に
驚
い
て
い
る
。
分

析
を
進
め
、
行
政
懇
談
会
・
地
域
公
共

交
通
会
議
で
評
価
を
受
け
る
。

質
問　

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
事
業
等
、
村

内
の
公
共
交
通
は
、
1
社
で
事
業
展
開

し
て
い
る
。
バ
ス
停
方
式
の
デ
マ
ン
ド

バ
ス
事
業
を
、
こ
の
地
域
に
合
っ
た
運

行
形
態
に
向
け
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

村
長　

地
域
公
共
交
通
会
議
で
の
審
議

を
経
て
、決
定
し
て
い
く
。

質
問　

最
新
の
空
き
家
調
査
と
前
回
か

ら
の
変
化
。
特
定
空
き
家
と
管
理
不
全

空
き
家
の
数
は
。

企
画
財
政
課
長　

平
成
27
年
7
月
の

調
査
は
1
9
1
棟
。
令
和
4
年
12
月
は

6
1
9
棟
で
約
3
倍
に
増
加
し
て
い
る
。

特
定
空
き
家
候
補
は
令
和
5
年
に
11
棟

あ
っ
た
が
、
4
棟
が
除
却
さ
れ
た
。
令

和
6
年
6
月
で
は
7
棟
あ
る
が
、
3
棟

は
所
有
者
か
ら
除
却
の
意
思
を
確
認
済
。

管
理
不
全
空
き
家
は
令
和
5
年
か
ら
6

年
ま
で
に
13
棟
を
確
認
。
そ
の
う
ち
7

棟
は
解
決
。
今
後
も
適
正
管
理
の
指
導

を
強
化
し
環
境
向
上
に
努
め
る
。

質
問　

管
理
不
全
空
き
家
へ
の
対
応
は
。

企
画
財
政
課
長　

現
地
調
査
を
実
施
し
、

空
き
家
適
正
管
理
条
例
に
基
づ
い
て
助

言
指
導
を
行
う
。
解
消
に
向
け
て
指
導

を
繰
り
返
し
行
っ
て
い
る
。

質
問　

今
後
空
き
家
を
増
や
さ
な
い
た

め
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

空
き
家
所
有
者
へ
の

啓
発
活
動
と
し
て
、
空
き
家
バ
ン
ク
の

チ
ラ
シ
送
付
や
終
活
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

を
行
う
。
空
き
家
活
用
の
た
め
に
空
き

家
相
談
窓
口
の
設
置
。
移
住
イ
ベ
ン
ト
、

移
住
サ
ポ
ー
ト
住
宅
の
整
備
を
す
る
予

定
。

質
問　

聖
高
原
駅
に
も
高
齢
者
・
障
害

者
の
一
時
利
用
駐
車
場
を
改
札
近
く
に

整
備
で
き
な
い
の
か
。

総
務
課
長　

議
員
の
事
前
相
談
に
よ
り
、

契
約
状
況
を
確
認
し
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
。
過
日
優
先
駐
車
場
の
表
示
を
設

置
し
た
。
6
月
の
回
覧
で
地
域
の
皆
様

に
お
知
ら
せ
す
る
。

質
問　

素
早
い
対
応
に
感
謝
す
る
。
こ

れ
か
ら
も
村
民
の
意
見
を
伝
え
て
い
く
。

質
問　

消
滅
可
能
性
リ
ス
ト
に
、
県
内

77
市
町
村
の
う
ち
26
市
町
村
が
該
当
し
、

郡
内
で
は
筑
北
村
と
生
坂
村
が
該
当
す

る
。
当
村
の
若
年
女
性
人
口
変
化
率
は

マ
イ
ナ
ス
69
％
で
、
県
内
で
も
下
位
で

あ
る
。
人
口
減
少
対
策
を
重
要
課
題
と

し
て
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
今
後
は
。

村
長　

県
の
中
央
部
に
位
置
し
、
村
内

に
は
高
速
道
路
と
J
R
篠
ノ
井
線
が
走

り
県
内
主
要
都
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
恵

ま
れ
て
い
る
筑
北
村
が
消
滅
す
る
こ
と

は
な
い
、
ま
た
あ
る
は
ず
が
な
い
と
強

く
信
じ
る
。
今
回
人
口
戦
略
会
議
の
用

い
た
消
滅
と
い
う
言
葉
は
、
過
激
な
表

現
で
あ
り
、
そ
れ
が
一
部
の
地
方
自
治

体
の
問
題
で
あ
る
か
の
よ
う
に
捉
え
ら

れ
、
移
住
候
補
地
か
ら
外
さ
れ
る
。

　

人
口
減
少
の
大
き
な
要
因
は
、
少
子

化
と
東
京
一
極
集
中
に
あ
り
、
当
該
自

治
体
で
解
決
で
き
る
問
題
で
は
な
く

国
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と

考
え
る
。

質
問　

専
業
農
家
の
廃
業
・
転
業
等
が

あ
り
、
高
齢
化
に
よ
り
従
事
者
の
減
少

が
著
し
く
荒
廃
地
が
増
加
し
て
い
る
が
、

地
域
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

産
業
課
長　

令
和
5
年
4
月
か
ら
、
農

業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の
改
正
に
伴

い
、
従
来
の
人
農
地
プ
ラ
ン
が
法
定
化

さ
れ
、
令
和
6
年
度
内
に
地
域
計
画
を

策
定
す
る
。
昨
年
度
に
基
礎
資
料
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
、
1
7
4
8
農
家
へ

実
施
し
、
1
0
1
4
件
（
58
％
）
回
収

し
た
。
10
年
先
を
見
据
え
た
地
域
計
画

で
は
、
農
地
を
誰
が
利
用
し
、
ど
う
耕

作
し
て
い
く
か
を
策
定
。
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
反
映
し
た
目
標
地
図
を
含
む
地

域
計
画
の
素
案
を
作
成
し
、
認
定
農
業

者
ほ
か
、
今
後
の
担
い
手
農
家
に
確
認

し
、
農
業
委
員
会
と
も
調
整
の
う
え
年

度
内
に
策
定
し
た
い
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
補
助
金
適
用

デ
マ
ン
ド
バ
ス
実
証
実
験
の
経
過

と
今
後
の
課
題

地
域
農
業
の
荒
廃
地
対
策
と
課
題

聖
高
原
駅
一
時
利
用
駐
車
場
整
備

Q
公
共
交
通
の
更
な
る
取
り
組
み
は

A
麻
績
村
と
検
討
し
、
進
め
て
い
く

Q
消
滅
可
能
性
自
治
体
の
指
摘
を

踏
ま
え
て
の
人
口
減
少
対
策

A
子
育
て
支
援
策
充
実
・
給
食
費

無
償
化
・
若
者
住
宅
の
建
設

Q
空
き
家
問
題
の
対
策
は

A
終
活
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
意
識

付
け
を

玉
たまい

井 玲
れいこ

子 一
いちのせ

之瀬 茂
しげゆき

幸小
こやま

山 正
まさひろ

博

耳マーク

坂井地区の遊休農地優先駐車場の表示

村
内
の
幹
線
道
路
沿
い
に
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
を

デマンドバスデマンドバス
利用登録票利用登録票で登録！で登録！

詳しくは筑北村 月刊ニュース
１２チャンネル

窪
くぼてら

寺　 務
つとむ

Q
温
泉
施
設
運
営
等
検
討
委
員

会
の
提
言
を
受
け
る
時
期
は

い
つ
か

A
一
部
は
、
7
年
度
予
算
に
反
映

し
、
検
討
途
中
で
も
7
年
9

月
に
は
、
中
間
提
言
を
受
け
る
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質
問
　
県
外
出
張
が
多
い
と
思
わ
れ
る

が
、
成
果
は
。

村
長
　
全
国
大
会
、
関
係
機
関
へ
の
要

望
活
動
な
ど
で
、
成
果
を
金
額
で
表
す

こ
と
は
で
き
な
い
。

質
問
　
村
内
の
課
題
、
消
滅
可
能
性
の

村
、
若
者
流
失
、
農
業
の
担
い
手
不
足

な
ど
。

村
長
　
全
国
大
会
に
行
く
こ
と
は
、
有

意
義
と
認
識
、
出
張
中
も
パ
ソ
コ
ン
持

参
で
仕
事
は
し
て
い
る
。

質
問
　
国
道
、
県
道
の
長
期
通
行
制
限

の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

村
長
　
建
設
事
務
所
に
は
、
要
望
し
て

い
る
。

質
問
　
善
光
寺
街
道
青
柳
宿
の
看
板
が

古
い
と
い
う
声
が
あ
る
が
。

住
民
福
祉
課
長　

公
民
館
前
の
看
板
は
、

県
の
環
境
部
で
更
新
の
予
定
。

質
問
　
予
算
1
億
5
千
万
円
、一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
5
千
3
百
万
円
余

り
、毎
日
14
万
円
以
上
不
足
、原
価
計
算
、

商
売
の
基
本
、
現
在
の
料
金
は
適
正
で

は
な
い
と
考
え
る
が
。

観
光
課
長　

あ
ら
ゆ
る
も
の
が
高
騰
し

て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
、
福
利

厚
生
施
設
で
も
あ
り
、
さ
ら
な
る
検
討

が
必
要
。

質
問　

現
状
は
3
分
の
1
村
が
補
助
し

て
運
営
し
て
い
る
早
期
の
是
正
が
必
要
。

質
問　

防
災
ラ
ジ
オ
に
は
、
放
送
の
回

数
制
限
は
な
い
の
か
。

総
務
課
長　

お
お
む
ね
10
回
ま
で
と
し

て
い
る
。

質
問　

テ
レ
ビ
の
放
送
で
、
同
種
の
放

送
で
も
、
放
送
さ
れ
な
い
も
の
が
あ
る

が
。
ル
ー
ル
は
あ
る
の
か
。

総
務
課
長　

各
課
の
判
断
で
行
っ
て
い

る
。

質
問　

検
討
委
員
会
も
あ
る
の
で
、
聞

い
て
も
ら
え
る
、
放
送
を
検
討
し
て
も

ら
い
た
い
。

村
長　

筑
北
村
に
魅
力
を
感
じ
て
い
る

中
で
、
い
く
つ
か
の
提
案
を
受
け
た
が

冠
着
壮
の
レ
ス
ト
ラ
ン
営
業
が
長
期
に

渡
り
で
き
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
対
応
が

優
先
さ
れ
て
い
た
。
改
め
て
先
方
と
懇

談
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

ダ
ム
周
辺
を
含
め
た
活
用
方
法

の
調
査
研
究
、
企
業
訪
問
の
考
え
方
は
。

村
長　

一
帯
を
含
め
た
開
発
は
効
果

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
企
業
へ
の
働

き
か
け
は
し
て
い
な
い
。
過
去
に
は
興

味
を
示
す
企
業
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も

あ
っ
た
が
進
出
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

質
問　

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
周
辺
に
は

工
場
建
設
の
み
な
の
か
、
商
業
施
設
を

含
め
た
開
発
促
進
の
考
え
は
。

村
長　

現
在
、
商
業
施
設
と
い
う
こ
と

で
の
問
い
合
わ
せ
は
来
て
い
な
い
。
私

と
し
て
は
商
業
施
設
で
は
な
く
工
業
、

流
通
倉
庫
等
を
含
め
た
開
発
企
業
が
関

心
を
示
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
他

の
情
報
も
踏
ま
え
な
が
ら
調
査
研
究
を

続
け
適
時
対
応
を
は
か
っ
て
い
く
。

質
問　

村
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
と
し
て

の
考
え
は
。

村
長　

考
え
方
の
違
い
も
あ
る
が
、
当

村
よ
り
大
き
な
企
業
な
ど
が
開
発
に

乗
り
出
し
て
き
た
場
合
、
私
が
出
た
と

こ
ろ
で
ど
の
程
度
の
成
果
を
残
せ
る

か
と
い
う
部
分
も
あ
る
。
現
在
は
問
い

合
わ
せ
の
あ
っ
た
企
業
の
み
を
担
当

課
と
打
ち
合
わ
せ
し
な
が
ら
進
め
て

い
る
。
村
が
土
地
の
造
成
を
行
う
と
い

う
こ
と
な
ら
セ
ー
ル
ス
も
必
要
と
考

え
て
い
る
。

質
問　

議
会
、
議
員
連
盟
か
ら
周
辺
整

備
の
政
策
提
言
が
あ
っ
た
場
合
、
庁
内

全
体
で
対
応
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

村
長　

守
秘
義
務
が
あ
る
た
め
、
情
報

を
閉
じ
た
中
で
進
め
て
行
く
。
担
当
部

署
と
の
連
携
、
相
手
と
の
信
頼
関
係
を

深
め
て
進
め
て
行
く
。

質
問　

庁
内
の
限
ら
れ
た
中
で
の
検
討

は
解
る
が
、
村
長
を
含
め
担
当
者
そ
れ

ぞ
れ
が
、
判
断
を
す
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
大
切
だ
と
考
え
る
。

質
問　

ダ
ム
や
ふ
れ
あ
い
広
場
周
辺

を
よ
り
楽
し
い
施
設
と
し
て
整
備
し

て
い
く
考
え
は
あ
る
か
、
施
設
管
理
、

施
設
整
備
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
伺
う
。

次
長　

令
和
3
年
度
に
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
を
2
区
画
整
備
し
、
管
理
人
3
名

を
雇
用
し
管
理
を
し
て
い
る
。

質
問　

管
理
の
状
況
だ
が
、
ダ
ム
周
辺

を
歩
い
て
も
木
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
て

周
辺
が
見
え
な
い
。
東
屋
の
あ
る
場
所

ま
で
登
っ
て
も
周
り
が
見
え
な
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
。
教
育
委
員
会
で
は
な

く
他
の
課
が
管
理
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

次
長　

私
の
回
答
で
き
る
範
囲
に
な
る

が
、
周
辺
の
村
道
部
分
や
展
望
台
の
部

分
に
つ
い
て
は
管
理
人
が
可
能
な
範
囲

で
草
刈
な
ど
し
て
い
る
が
、
ハ
ー
ド
的

な
と
こ
ろ
は
ま
で
は
で
き
な
い
。

質
問　

教
育
委
員
会
だ
け
で
は
で
き
な

い
と
考
え
る
が
ふ
れ
あ
い
広
場
を
中
心

と
し
て
全
体
的
に
何
か
を
や
っ
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
あ
り
村
長
が
常
々
言
っ

て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
横
の
連
携
を

図
っ
て
い
け
る
か
村
長
の
考
え
を
伺
う
。

村
長　

小
仁
熊
ダ
ム
周
辺
を
含
め
た
と

く
ら
、
サ
ッ
カ
ー
場
、
キ
ャ
ン
プ
場
等

の
一
体
的
な
開
発
に
つ
い
て
は
村
の
知

名
度
向
上
や
誘
客
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
考
え
る
。
一
体
的
な
開
発
に
関
心
を

示
す
民
間
企
業
も
い
た
が
、
提
案
に
は

至
ら
な
か
っ
た
、
そ
う
い
っ
た
観
点
で

コ
ン
サ
ル
業
者
に
提
案
を
依
頼
す
る
か
、

財
政
見
通
し
を
踏
ま
え
庁
内
で
検
討
し

た
い
。
ま
た
、
駐
車
場
が
不
足
の
た
め
、

早
急
に
関
係
部
署
で
調
整
す
る
。

質
問　

自
然
を
生
か
し
広
場
を
拡
充
し

て
利
用
目
的
を
増
や
し
ダ
ム
周
辺
を
含

め
様
々
な
人
が
楽
し
め
る
環
境
づ
く
り

を
考
え
た
ら
い
か
が
か
。

村
長　

ま
さ
に
提
案
の
と
お
り
な
の
で
、

前
向
き
に
検
討
す
る
。

質
問　

部
活
動
種
目
と
部
員
数
は
。

教
育
次
長　

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
17
名
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
8
名
、

野
球
部
5
名
、
吹
奏
楽
部
24
名
。

質
問　

受
け
皿
と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体

と
の
連
携
、
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
再
発
足
等

今
後
の
方
策
は
。

教
育
次
長　

課
題

解
決
に
向
け
麻
績

村
教
育
委
員
会
と

事
務
レ
ベ
ル
で
打

ち
合
わ
せ
を
実
施

し
た
。
指
導
者
確

保
は
、
村
内
に
限

ら
ず
協
力
を
依
頼

し
、
持
続
可
能
な

体
制
整
備
を
検
討

す
る
。

質
問　

企
業
誘
致
の
現
状
と
方
針
は
。

村
長　

数
社
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
る

が
進
展
は
な
い
。
事
業
用
物
件
と
し
て

長
野
県
産
業
労
働
部
へ
登
録
し
た
。
方

針
は
、
住
環
境
が
阻
害
さ
れ
ず
、
住
民

問
題
が
起
き
な
い
企
業
。
ま
た
、
財
政

負
担
が
な
く
税
収
が
望
め
る
企
業
が
一

番
だ
と
思
う
。

質
問　

企
業
を
決
定
す
る
期
限
及
び
手

順
・
方
法
は
。

村
長　

期
限
は
な
い
。
企
業
か
ら
計
画

の
説
明
を
受
け
、
適
切
な
企
業
か
は
、

担
当
課
で
検
討
す
る
。

質
問　

村
長
就
任
以
来
、
進
展
が
な
い
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
開
通
後
の
立
地
条

件
を
活
か
し
、
も
っ
と
情
熱
を
持
っ
て

積
極
的
な
誘
致
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

村
長　

あ
く
ま
で
も
進
出
を
希
望
さ

れ
る
企
業
と
連
絡
を
密
に
と
っ
て
進

め
る
。

質
問　

現
状
と
今
後
の
対
応
は
。

産
業
課
長　

松
枯
れ
に
よ
る
倒
木
で
危

険
な
状
況
。
被
害
木
処
理
に
つ
い
て
森

林
組
合
、
長
野
県
林
務
課
に
相
談
し
森

林
整
備
も
含
め
対
応
を
検
討
す
る
。

村
内
看
板
の
整
備

と
く
ら
ダ
ム
一
帯
の
開
発
の
構
想
は

企
業
誘
致
の
基
本
的
な
方
針
は

温
泉
施
設
と
く
ら
の
経
営
改
善

村
内
放
送
、
テ
レ
ビ
放
送

Q
ふ
れ
あ
い
広
場
な
ど
整
備
、

活
用
は

A
管
理
人
を
３
名
雇
用
し
て
施
設

管
理
、
環
境
整
備
を
し
て
い
る

Q
村
長
政
治
姿
勢
、
県
外
出
張
が

多
い

A
全
国
大
会
、
要
望
活
動

Q
聖
南
中
学
校
部
活
動
地
域
移

行
は

A
休
日
の
部
活
動
は
8
年
度
末

の
移
行
を
目
指
す

Q
信
州
総
合
開
発
観
光
㈱
と
の

連
携
は

A
観
光
産
業
に
つ
い
て
の
連
携

は
、
現
在
は
な
い

吉
よしいけ

池 昌
まさあき

昭山
やまだ

田 直
なおゆき

幸 藤
ふじわら

原 孝
こういち

一宮
みやした

下 敏
としひこ

彦

ふれあい広場キャンプ場

中学生の部活動

青
柳
城
址
公
園
登
山
道
通
行
止

め
解
除
早
期
対
応
は

筑
北
S
I
C
周
辺
整
備
の
考
え
は
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令和6年6月定例会審議結果令和6年6月定例会審議結果
６月７日から6月14日までの日程で行われた令和６年６月定例会の審議結果は、以下の通りです。６月７日から6月14日までの日程で行われた令和６年６月定例会の審議結果は、以下の通りです。

1．賛否の分かれた議案1．賛否の分かれた議案

件　　名

各　議　員　の　賛　否

議決の
結果一之

瀬
窪　

寺

小　

山

玉　

井

藤　

原

吉　

池

宮　

下

山　

田

櫻　

井

待　

井

勝　

田

令和6年度令和6年度
筑北村一般会計予算筑北村一般会計予算 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ －－ 可決可決

2．全会一致で可決された議案2．全会一致で可決された議案
項　目 件　　　　　　　　　　名 議決の結果

予　算予　算 令和6年度　筑北村簡易水道事業会計補正予算（第1号）令和6年度　筑北村簡易水道事業会計補正予算（第1号） 可　決可　決

予　算予　算 令和6年度　筑北村集落排水事業会計補正予算（第1号）令和6年度　筑北村集落排水事業会計補正予算（第1号） 可　決可　決

予　算予　算 令和6年度　筑北村合併浄化槽事業会計補正予算（第1号）令和6年度　筑北村合併浄化槽事業会計補正予算（第1号） 可　決可　決

認定・廃止認定・廃止 村道路線の認定及び廃止について村道路線の認定及び廃止について 可　決可　決

財産取得財産取得 財産の取得について財産の取得について 可　決可　決

4．請願・陳情4．請願・陳情
項　目 件　　　　　　　　　　名 議決の結果

請　願請　願 「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すこ「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すこ
と」を長野県知事に求める請願と」を長野県知事に求める請願 採　択採　択

請　願請　願 「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」を求める請願「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」を求める請願 採　択採　択

請　願請　願 「さらなる少人数学級推進と教育予算の増額を求める意見書」採択を求める請願「さらなる少人数学級推進と教育予算の増額を求める意見書」採択を求める請願 採　択採　択

陳　情陳　情 訪問介護費の引き下げ撤回と、介護報酬引き上げの再改定を早急に行うことを訪問介護費の引き下げ撤回と、介護報酬引き上げの再改定を早急に行うことを
求める陳情求める陳情 採　択採　択

3．諮問3．諮問
件　　　　　　　　　　名

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて
※「適任」の意見を付し村長に答申しました。※「適任」の意見を付し村長に答申しました。

質
問　

ウ
エ
ル
ネ
ス
高
校
の
施
設
利
用

の
有
料
化
は
村
の
施
設
を
全
部
有
料
に

し
て
か
ら
見
直
し
を
求
め
た
ら
ど
う
か
。

総
務
課
長　

現
在
村
民
の
施
設
利
用
料

は
ほ
と
ん
ど
無
料
で
あ
る
。
ウ
エ
ル
ネ

ス
高
校
か
ら
利
用
料
を
徴
収
す
る
の
で

あ
れ
ば
村
の
施
設
全
て
の
利
用
料
の
見

直
し
を
行
い
、
利
用
す
る
人
全
て
か
ら

利
用
料
を
徴
収
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

村
民
み
ん
な
の
理
解
を
得
な
が
ら
進
め

る
。
ウ
エ
ル
ネ
ス
高
校
か
ら
の
み
利
用

料
を
徴
収
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問　

松
く
い
虫
木
被
害
防
止
の
対
策

は
。

産
業
課
長　

J
R
沿
線
を
中
心
に
し
て

松
く
い
虫
の
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
。

対
策
と
し
て
は
、
国
、
県
の
補
助
事
業

で
あ
る
松
く
い
虫
健
全
化
事
業
を
活
用

し
被
害
木
へ
薬
品
で
の
燻
蒸
処
理
を

や
っ
て
い
く
。
令
和
6
年
度
は
坂
井
地

区
で
8
0
0
㎥
、
本
城
・
坂
北
地
区
は

そ
れ
ぞ
れ
4
0
0
㎥
の
燻
蒸
処
理
を
お

こ
な
う
計
画
で
あ
る
。
ま
た
、
全
て
の

地
区
で
道
路
や
電
線
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
へ
の
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
緊
急
性

の
高
い
被
害
木
の
処
理
も
現
状
を
把
握

し
て
お
こ
な
う
。

村
長　

筑
北
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
跡

地
を
松
本
広
域
森
林
組
合
が
チ
ッ
プ
化

す
る
木
材
の
貯
木
地
と
し
て
つ
か
う
。

質
問　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
採

用
し
た
ら
ど
う
か
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
と
は
老
若
男
女
、
妊
婦
、
外
国

人
、
傷
害
の
あ
り
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、

全
て
の
施
設
、
仕
組
み
、
サ
ー
ビ
ス
を

誰
も
が
障
害
な
く
使
え
る
よ
う
に
す
る

デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。

村
長　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
も
考
え
ら
れ
る

の
で
今
回
の
若
者
住
宅
で
も
浴
室
、
ト

イ
レ
、
玄
関
等
に
安
全
対
策
と
し
て
バ

リ
ア
フ
リ
ー
を
考
え
て
い
る
。

質
問　

特
色
あ
る
学
校
教
育
を
。

教
育
長　

教
育
課
程
の
編
成
権
は
学
校

長
に
あ
る
。
た
だ
学
校
教
育
法
施
行
規

則
や
学
習
指
導
要
綱
に
よ
り
各
学
年
、

各
教
科
は
年
間
の
標
準
授
業
時
間
等
が

示
さ
れ
、
そ
れ
に
沿
っ
て
教
育
課
程
の

編
成
が
求
め
ら
れ
る
。
従
っ
て
標
準
教

育
課
程
時
数
を
も
と
に
当
面
進
め
て
い

く
。
子
ど
も
中
心
の
教
育
の
充
実
を
地

道
に
積
み
重
ね
て
村
の
魅
力
を
高
め
る
。

質
問　

村
長
の
企
業
訪
問
な
ど
で
、
相
談
・

交
渉
企
業
は
何
社
あ
る
か
、地
進
出
企
業
の

業
態
と
業
種
は
。

村
長　

数
社
あ
る
状
況
で
、
詳
細
な
業
態

業
種
は
具
体
化
さ
れ
て
い
な
い
の
で
回
答

は
控
え
る
。

質
問　
「
B
区
画
」へ
進
出
意
向
の
企
業
か

ら
の
返
事
は
。

観
光
課
長　
「
B
区
画
」へ
の
進
出
計
画
に

つ
い
て
は
、造
成
、抗
打
ち
等
検
討
す
る
必

要
が
あ
り
、本
当
に
投
資
し
て
い
い
か
企
業

の
結
論
が
出
て
い
な
い
。

質
問　

進
出
企
業
の
選
定
方
法
は
。

村
長　

村
長
1
人
で
判
断
す
る
の
で
は
な

く
、担
当
課
、関
係
部
署
、相
手
企
業
な
ど

と
協
議
し
て
進
め
る
。

質
問　

工
業
団
地
は
い
つ
頃
完
成
す
る
の

か
。

村
長　

企
業
側
の
計
画
が
あ
る
程
度
明
ら

か
に
な
れ
ば
情
報
提
供
す
る
。現
時
点
で
は

問
合
せ
レ
ベ
ル
の
話
し
か
な
い
。

質
問
　
冠
着
荘
の
レ
ス
ト
ラ
ン
休
止
に
対

す
る
善
後
策
は
。

村
長　

募
集
し
て
も
調
理
人
の
人
材
が
集

ま
ら
な
か
っ
た
と
聞
い
た
の
で
、村
か
ら
人

材
の
案
内
を
お
こ
な
っ
た
。

質
問
　
今
後
、
営
業
が
中
断
し
た
時
の
村

長
の
判
断
は
。

村
長　

入
浴
や
合
宿
の
受
入
れ
は
行
わ
れ

て
お
り
、レ
ス
ト
ラ
ン
の
休
止
で
契
約
不
履

行
と
し
て
指
定
取
消
に
す
る
こ
と
は
簡
単

に
は
で
き
な
い
。

質
問　
「
バ
ス
停
方
式
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
」

実
証
実
験
は
、何
を
実
証
す
る
の
か
。

総
務
課
長
　
利
用
者
の
推
移
、
走
行
距
離

に
よ
る
効
果
と
検
証
を
行
い
、地
域
公
共
交

通
会
議
に
諮
り
、
本
格
実
施
か
変
更
が
必

要
か
判
断
す
る
。

質
問　

篠
ノ
井
線
に「
電
子
決
済
ス
イ
カ
」

の
導
入
対
策
。

村
長　

松
本
地
域
活
性
化
協
議
会
で
観
光

政
策
も
含
め
利
用
促
進
を
要
望
。
詳
細
情

報
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問　
「
坂
北
駅
の
ホ
ー
ム
」
庭
木
に
つ
い

て
、
危
険
で
あ
る
。
高
齢
者
の
中
に
は
駅
を

利
用
す
る
際
に
、構
内
階
段
を
使
用
し
な
い

よ
う
に
、長
野
方
面
は
坂
北
駅
で
な
く
、西

条
駅
を
利
用
す
る
乗
降
の
ホ
ー
ム
に
選
ん

で
い
る
。是
非
安
全
に
利
用
で
き
る
駅
に
。

レ
ス
ト
ラ
ン
休
止
へ
の
対
応

地
域
の
公
共
交
通

Q
工
業
団
地
開
発
、
構
想
と
展
望

A
数
社
あ
る
が
、
具
体
化
し
て
い

な
い

Q
ウ
エ
ル
ネ
ス
高
校
の
施
設
利
用

有
料
化

A
ウ
エ
ル
ネ
ス
高
校
の
み
の
有
料

化
は
考
え
て
い
な
い

櫻
さくらい

井 新
しんいち

一勝
かつた

田　 昇
のぼる
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6
月
9
日（
日
）
に
宇
洞
坂
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
で
坂
北
地
域
分

館
交
流
球
技
大
会
が
行
わ
れ
、
今
年

度
は
43
名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

坂
北
地
域
で
な
じ
み
の
あ
る
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
交
流
形
式
で
実

施
し
、
分
館
役
員
に
も
交
通
整
備
等

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
無
事
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
年

度
よ
り
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
を
設
け

た
こ
と
で
、皆

さ
ん
が
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン

を
目
指
し
、グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
を
楽
し

ん
で
汗
を
流

し
て
い
ま
し

た
。

6
月
15
日
（
土
）
に
筑
北
小
学
校

校
庭
に
て
開
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
も
幅
広
い
年
齢
層
で
構
成

さ
れ
た
4
チ
ー
ム
で
の
リ
ー
グ
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

開
幕
式
に
続
い
て
行
わ
れ
た
第
一

試
合
で
は
、
世
代
間
の
交
流
を
深
め

な
が
ら
楽
し
く
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し

た
。

6
月
8
日
の
坂
井
保
育
園
の
草
刈
り
作

業
に
、
地
域
の
応
援
団
の
方
々
が
力
を
合

わ
せ
て
、
庭
や
川
の
草
刈
り 

テ
ン
ト
張
り

や
、よ
し
ず
の
設
置
に
汗
を
流
し
、保
育
園

の
環
境
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

筑
北
漢
塾
発
足
!  

会
長 

塚
山 

克
視
さ
ん

筑
北
漢
塾
は
子
ど
も
を
持
つ
お
父
さ
ん

達
を
中
心
に
、
筑
北
村
の
特
徴
的
な
環
境

や
文
化
、慣
習
な
ど
を
皆
で
共
有
し
、次
の

世
代
へ
繋
げ
た
い
と
い
う
想
い
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

現
在
30
名
ほ
ど
の
お
父
さ
ん
達
と
情
報

共
有
し
、無
理
の
な
い
範
囲
で
活
動
し
て
い

学
校
に
は
、『
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
』

が
あ
り
ま
す
。
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
で

す
が
、グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
は
、

・
学
校
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
具
体
的
に

言
語
化
し
た
も
の
。「
こ
う
あ
り
た
い

と
」願
う
姿
、構
想
。

・
教
育
方
針
や
、
教
育
計
画
、
教
育
課

程
全
般
を
示
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
。
と
あ

り
ま
す
。

今
回
は
筑
北
小
学

校 

宮
㟢
校
長
先
生
に
、

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
で
掲
げ
て
い
る
学
校
目
標
の
目
指
す

姿
は
ど
れ
も
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。ま
た
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

づ
く
り
は
と
て
も
重
要
で
あ
る
と
捉
え

て
い
ま
す
。

家
庭
や
地
域
に
支
え
て
も
ら
う
に
は

信
頼
関
係
が
大
切
で
す
。
開
か
れ
た
学

校
を
目
指
し
、現
在
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

学
校
だ
よ
り
を
使
っ
て
、随
時
家
庭
や
地

域
に
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。　

目
指
す
子
ど
も
の
姿
を
具
現
化
さ
せ

る
た
め
に
は
、家
庭
や
地
域
の
皆
さ
ん
と

の
繋
が
り
が
大
切
で
重
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
地
域
の
皆
さ
ん

と
の
触
れ
合
い
の
場
と
な
る「
ふ
る
さ
と

ふ
れ
あ
い
講
座
」は
子
ど
も
た
ち
が
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。昨
年
よ
り
方

向
を
変
え
昔
の
あ
そ
び
ば
か
り
で
な
く
、

地
域
で
技
能
や
特
技
を
持
っ
て（
重
機
や

パ
ソ
コ
ン
で
の
ア
ニ
メ
作
り
な
ど
）
活
躍

し
て
い
る
方
々
に
も
声
を
か
け
幅
広
く

教
え
て
頂
き
、
体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

地
域
の
方
々
の
活
躍
の
場
を
知
り
、地
域

の
良
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
け

る
、ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
講
座
に
も
っ
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。ふ
れ
あ
い
講
座

は
地
域
の
方
々
と
の
顔
見
知
り
に
も
繋

が
っ
て
い
き
ま
す
し
、子
ど
も
た
ち
の
見

守
り
に
繋
が
っ
て
欲
し
い
で
す
。

本
の
楽
し
さ
を
味
わ
い
、
読
書
の
習

慣
が
つ
け
ば
と
、
毎
週
木
曜
日
を
読
書

デ
ー
と
し
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
教
職

員
、
家
庭
と
連
携
し
て
子
ど
も
が
本
に

触
れ
る
機
会
を
作
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、体
力
向
上
を
目
的
に「
ら
ん
ら

ん
マ
ラ
ソ
ン
」（
運
動
の
時
間
）
を
毎
週

続
け
て
、
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
に
ク
ラ
ス
ご
と
の
シ
ー
ル
貼

り
を
し
て
、い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
ら
校
長

先
生
か
ら
ク
ラ
ス
に
賞
状
が
も
ら
え
る

と
い
う
目
標
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。マ
ラ
ソ
ン
の
距
離
を
短
く
し
て
昨

年
よ
り
記
録
会
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

他
地
域
と
の
交
流
と
し
て
、
麻
績
小
、

生
坂
小
、
筑
北
小
の
三
校
で
交
流
会
を

行
い
、一
人
ひ
と
り
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使

用
し
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
の
学
習
や
情
報

交
換
を
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
作
り
あ
げ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。筑
北
村
は
自
然
豊
か
な
材

料
が
沢
山
あ
る
の
で
子
ど
も
た
ち
に
は

外
に
出
て
、そ
の
材
料
を
生
か
し
た
教
育

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

以
上
の
内
容
を
最
後
に
力
強
く
語
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

【
ど
ろ
ん
こ
は
楽
し
い
!
】

5
月
15
日
に
坂
井
保
育
園
、
ひ
ま
わ

り
保
育
園
合
同
で
今
年
も
田
植
え
を
行

い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
と
保
護
者
、
保
育
園
応

援
団
の
方
の
ご
協
力
で
無
事
に
田
植
え

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
っ
す

ぐ
張
っ
た
糸
に
合
わ
せ
て
一
生
懸
命
田

植
え
を
す
る
姿
を
見
て
子
ど
も
た
ち
の

器
用
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

ひ
と
り
が
泥
遊
び
を
始
め
る
と
あ
っ

と
い
う
間
に
み
ん
な
で
飛
ん
だ
り
跳
ね

た
り
寝
そ
べ
っ
て
み
た
り
…
、田
植
え
し

て
い
た
こ
と
な
ん
て
す
っ
か
り
忘
れ
て

し
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
楽
し
そ
う
に
泥

遊
び
を
し
て
い
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
が

植
え
た
稲
が
美
味

し
い
お
米
に
な
る

の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

統
括
推
進
員
　
　
　
　
宮
澤 

信
雄
さ
ん

地
域
を
元
気
に
す

る
挨
拶
、
思
い
や
り

を
大
切
に
子
ど
も
た

ち
の
学
校
内
外
で
の

活
動
を
支
え
、
成
長
す
る
姿
を
見
出
し

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

村
民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
き
れ
て

い
な
い
面
が
多
い
で
す
が
、皆
さ
ん
に
ご

協
力
頂
き
な
が
ら
微
力
で
す
が
地
域
と

と
も
に
あ
る
、
保
育
園
・
学
校
づ
く
り
の

力
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
校
運
営
協
議
会
広
報
部

ま
す
。

き
っ
か
け
は
昨
年
小
学
校
P
T
A
会
長

を
務
め
て
い
る
中
で
、P
T
A
と
し
て
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
何
か
で
き
な
い
か
と
模

索
し
て
い
る
中
、
出
席
し
た
あ
る
会
議
の

後
、議
員
の
小
山
さ
ん
か
ら「
坂
井
小
時
代

に
行
わ
れ
て
い
た
山
活
動
と
そ
ば
打
ち
が
、

学
校
統
合
に
よ
り
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
が
残
念
」
と
い
う
話
を
聞
い
た
事
で
し

た
。
山
は
熊
や
蜂
が
出
る
、そ
ば
は
ア
レ
ル

ギ
ー
の
子
が
い
る
と
の
理
由
の
よ
う
で
し

た
が
、
ど
ち
ら
も
こ
の
村
の
特
徴
的
な
部

分
で
あ
り
、
大
多
数
の
子
ど
も
た
ち
が
通

り
過
ぎ
て
い
く
事
に
疑
問
を
感
じ
ま
し
た
。

あ
る
講
演
会
で
山
の
大
切
さ
、
山
の
知

識
の
有
無
で
有
事
の
際
、
生
存
率
が
変
わ

る
と
い
う
事
を
都
会
の
子
ど
も
た
ち
に
教

え
る
の
は
難
し
い
、と
い
う
話
を
聞
い
た
聖

南
中
学
校
藤
松
校
長
先
生
よ
り
「
こ
ん
な

に
も
山
に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
環
境
が
あ
る

の
に
、
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
な
い
な
ん
て

も
っ
た
い
な
い
で
す
よ
」
と
言
っ
て
い
た
だ

き
、こ
の
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

P
T
A
と
し
て
は
そ
ば
打
ち
を
実
施
し

ま
し
た
が
、山
を
含
め
た
こ
の
村
の
素
晴
ら

し
い
環
境
や
特
徴
を
先
代
の
皆
さ
ん
が
元

気
な
う
ち
に
継
承
し
、
正
し
く
次
の
世
代

へ
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、皆
で
楽
し
み
な
が
ら

活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

 

お
父
さ
ん
た
ち
も
頑
張
る
よ

お
父
さ
ん
た
ち
の
会
が
始
動
!!

【【
筑筑ち

く
ほ
く

ち
く
ほ
く北北

漢漢お
と
こ
じ
ゅ
く

お
と
こ
じ
ゅ
く塾塾

】】  

第
一
弾

第
一
弾  

推
進
員
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

紹
介
②
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行
っ
て
み
ま
し
ょ

立
峠
＆
花
川
原
峠

5
月
19
日
に
、
筑
北
曼
陀
羅
ツ
ア
ー

企
画（
村
民
企
画
主
催
）
が
、
新
緑
の

立
峠
周
辺
を
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
す
る
計

画
を
立
て
、
村
外
か
ら
18
名
が
参
加

を
し
ま
し
た
。

先
ず
は
、
乱
橋
宿
か
ら
善
光
寺
街
道

の
1
0
0
0
m
の
立
峠
に
向
か
っ
て
登

り
歩
き
ま
し
た
。

乱
橋
の
結

構
な
坂
道
を
上

が
っ
て
、
江
戸

時
代
に
普
請
し

た
石
畳
み
を
登

り
詰
め
る
と
立

峠
の
頂
上
に
着

き
ま
し
た
。
立

峠
は
善
光
寺

街
道
の
中
で
も
難
所
の
一
つ
で
、
昔
は

こ
こ
に
3
軒
の
茶
屋
が
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
こ
こ
で
い
た
だ
く
お
茶
は
さ
ぞ

美
味
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

立
峠
か
ら
尾
根
道
を
東
に
進
む
と

「
唐
烏
屋
城
跡
」
が
あ
り
北
の
聖
山
を

眺
め
て
、花
川
原
峠
へ
降
り
ま
し
た
。

近
く
に
岩
場
を
く
り
抜
い
た
史
跡

「
石
マ
ン
ボ
ウ
」
隧
道
が
あ
り
、
明
治
時

代
に
旧
四
賀
村
岩
井
堂
の
掘
削
し
た
石

炭
を
、
西
条
へ
、
荷
車
を
通
す
た
め
に
、

岩
場
に
横
穴
で
、
古
い
鉱
山
用
語
の
ト

ン
ネ
ル
を
「
ま
ん
ぼ
」
と
呼
ぶ
こ
と
か

ら
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
古
き
ロ
マ
ン
を

感
じ
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
し
た
。

4
月
27
日
（
土
）
松
本
市
や
ま
び

こ
ド
ー
ム
周
辺
で
本
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
筑
北
小
学
校
4
年

生
か
ら
6
年
生
計
8
名
の
申
し
込
み

が
あ
り
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
大
会

当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

結
果
は
県
下
61
市
町
村
中
45
位
で

こ
こ
数
年
の
中
で
は
一
番
の
好
成
績

で
し
た
。
ま
た
出
場
し
た
6
年
生
の

多
く
は
自
己
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
を
更
新

し
、
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
集
大
成
と

な
る
大
会
で
し
た
。 

大
会
終
了
後
に
は
「
来
年
中
学
生

に
な
っ
た
ら
一
般
の
部
で
出
場
し
た

い
！
」
と
意
気
込
む
6
年
生
も
い
て
、

頼
も
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

系
列
3
校
の
野
球
部（
東
京
都
・

茨
木
県
・
宮
城
県
）は
、
村
内
宿
泊
施

設
に
泊
ま
り
、
4
校
約
1
6
0
名
の

選
手
が
、
や

す
ら
ぎ
野
球

場
と
信
州
グ

リ
ー
ン
ロ
ー

ズ
ス
タ
ジ
ア

ム
四
賀
の
2

会
場
で
、
2

日
間
に
わ
た

り
熱
戦
を
繰

り
広
げ
、
長

野
が
3
勝
し

力
を
示
し
ま

し
た
。

激
励
会
で
は
、
宮
下
敏
彦
後
援
会

長
か
ら
バ
ッ
ト
、
太
田
守
彦
村
長
か

ら
ボ
ー
ル
が
激
励
品
と
し
て
そ
れ
ぞ

れ
水
瀬
靖
幸
主
将
に
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
の
夏
季
大
会
「
県
ベ
ス
ト

4
」
を
超
え
る
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

お茶屋さん跡

立峠の石畳
感動しながら
見上げる

石マンボウ石マンボウ

 
 

6
月
に
開
催
さ
れ
た
長
野
県
中

学
校
体
育
連
盟
主
催
の
大
会
に
、
男

子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
野
球
部
が
出
場
し

て
、
聖
南
中
の
生
徒
ら
し
く
全
力
で
、

さ
わ
や
か
な
プ
レ
ー
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

各
部
の
試
合
結
果
で
す
。

◎
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

対　

開
成
中
…
…
…
26
対
93

　

対　

高
綱
中
…
…
…
22
対
68

◎
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

対　

筑
摩
野
中
…
…
0
対
2

　

対　

塩
尻
中
…
…
…
0
対
2

　

対　

附
属
松
本
中
…
2
対
0

　

対　

旭
町
中
…
…
…
0
対
2

◎
野
球
部
（
聖
南
中
、
清
水
中
、
会

田
中
、
女
鳥
羽
中
、
山
辺
中
の
5

校
合
同
チ
ー
ム
）

【
1
回
戦
】

対　

穂
高
東
・
穂
高
西
・
豊
科
北
・

豊
科
南
・
三
郷
中
合
同
チ
ー
ム
…
…

…
…
8
対
0（
5
回
コ
ー
ル
ド
勝
ち
）

【
2
回
戦
】

対　

筑
摩
野
・
開
成
・
明
善
中
合
同

チ
ー
ム
…
…
…
…
…
…
…
…
2
対
10

①
子
ど
も
の
部
活
動
の
応
援
（
軟
式

野
球
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）、
消
し
ゴ

ム
ハ
ン
コ
。

②
自
然
が
豊
か
で
ゆ
っ
く
り
散
策
し

て
み
た
い
で
す
。

③
栄
養
士
の
仕
事
を
す
る
の
は
久
し

ぶ
り
で
日
々
勉
強
の
毎
日
で
す
が
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
癒
さ
れ
て

い
ま
す
。

①
絵
を
描
く
こ
と
。

②
山
が
き
れ
い
。

③
筑
北
小
学
校
の
皆
さ
ん
と
楽
し
く

英
語
の
勉
強
を
し
て
い
き
た
い
で

す
。 新

任
教
職
員
紹
介

筑
北
小
学
校

①
趣
味
・
特
技
は
？

②
筑
北
村
の
第
一
印
象
は
？

③
自
己
Ｐ
Ｒ
を

三
みうら

浦 尚
なおみ

美
栄養士

コイト 千
ちよこ

代子
ALT
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聖南中学校修学旅行記

月 日～ 日

1日目 ・法隆寺 ・興福寺国宝館 ・奈良公園（東大寺大仏殿）
２日目 ・京都市内班別タクシー見学
３日目 ・清水寺 ・三十三間堂 ・平安神宮

・東大寺の「盧舎那仏」を見て

その大きさに感動しました。手

相にも意味があると知り、右手

には「恐れを取り除く」という

意味があると知りました。

・法隆寺で心に残ったのは夢殿

です。屋根が八角形なのがすご

く面白いと思いました。仏像が

聖 徳 太 子 の 等 身 大 で 作 っ て あ

る の が よ く で き た な ！ と 感 心

しました。

・仏像が歴史を語っていた。百

済観音像は「神だ！」という感

じでとても美しかった。五重塔

は 寝 て い る お 釈 迦 様 が 神 秘 的

で感動した。興福寺の阿修羅像

も 生 で 見 て 言 葉 を 失 う く ら い

すごかった。

・三十三間堂では千体の仏像

の 顔 を 見 て 自 分 の 顔 を 見 つ

け ら れ な く て 悲 し か っ た で

す。清水寺では仁王像が守り

神であること、ここの水の名

は「延命の水」であることを

学びました。舞台から見た景

色がとても綺麗でした。

・伏見稲荷大社にはたくさん

の鳥居がありました。鳥居を

く ぐ っ た 時 朱 色 が と て も 綺

麗でした。おみくじを引きま

したが、末吉でした…

奈良・京都の旅

満喫しました！

楽しかったです！

＊コメ ント は 生徒 さん の日

記をもとに構成
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◉
ど
う
し
て
筑
北
村
に
?

田
舎
暮
ら
し
を
で
き
る
土
地
で
、

田
畑
が
あ
り
、
山
も
付
い
た
家
を
探

し
て
い
た
ら
、
筑
北
村
に
住
む
友
人

か
ら
条
件
に
あ
っ
た
物
件
が
あ
る
と

聞
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

◉
現
在
は
、ど
ん
な
生
活
を
?

か
や
ぶ
き
職
人
の
仕
事
を
し
な
が

ら
、
家
の
敷
地
内
に
茶
室
や
竪
穴
式

住
居
を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
田

植
え
体
験
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

◉
ど
う
し
て
竪
穴
式
住
居
や
茶
室
を

作
っ
た
の
で
す
か
?

竪
穴
式
住
居
は
『
縄
文
小
屋
』
と

名
付
け
、
遊
び
に
来
た
友
人
を
も
て

な
し
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
と
し

て
使
用
し
た
り
し
て
い
ま
す
。「
友

達
が
我
が
家
に
遊
び
に
来
た
時
に
何

が
あ
っ
た
ら
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
る

か
?
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
場
を

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

◉
村
で
の
生
活
は
ど
う
で
す
か
?

や
り
た
い
こ
と
が
全
部
で
き
て
い

て
と
て
も
楽
し
い
。
ま
た
、
ご
近
所

の
方
に
や
り
た
い
こ
と
を
話
す
と
協

力
し
て
く
れ
て
あ
り
が
た
い
で
す
。

◉
今
後
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
?

建
物
を
作
っ
て
み
た
り
、
作
物
を

育
て
た
り
と
し
て
き
た
の
で
、
衣
食

住
を
ど
こ
ま
で
自
給
自
足
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
挑
戦
し
て
い
き
た
い

で
す
。

ま
た
、
今
ま
で
自
分
が
人
を
巻
き

込
み
や
り
た
い
こ
と
を
行
っ
て
き
た

が
、
今
後
は
「
知
人
」
と
「
自
分
」
を

掛
け
算
す
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
地
域

の
方
と
コ
ラ
ボ
し
地
域
と
の
繋
が
り

を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

こ
の
取
材
も
『
縄
文
小
屋
』
の
中

で
火
を
焚
き
な
が
ら
迎
え
て
く
れ
た

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
塊
の
佐
々
田
さ

ん
。
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
に
て
佐
々
田
ワ
ー
ル
ド

を
の
ぞ
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

よ
う
こ
そ
！
筑
北
村
へ

佐
々
田 
元
さ
ん

東
京
都
出
身
。
令
和
2
年
に

田
舎
暮
ら
し
に
憧
れ
筑
北
村

へ
移
住
。
現
在
、
か
や
ぶ
き
屋

根
の
職
人
と
し
て
生
活
。

ワークショップで作った茶室

茅の説明をする佐々田さん

竪穴式住居『縄文小屋』

【
ア
カ
ウ
ン
ト
は
こ
ち
ら
】

K
urashitsukuri_labo

今
か
ら
1
1
5
5
年
前
、
平
安
時

代
の
貞じ

ょ
う
が
ん観

11
年
（
8
6
9
年
）
京
都

を
中
心
に
東
北
大
震
災
に
匹
敵
す
る

大
地
震
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
年
、

疫
病
が
流
行
し
、
そ
れ
を
鎮
め
る
た

め
に
神し

ん
せ
ん
え
ん

泉
苑
で
66
本
の
鉾ほ

こ

を
立
て
て

祈き
と
う祷

を
行
っ
た
の
が
祇
園
祭
の
始
ま

り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
祈
祷
が

祇
園
社
（
京
都
の
八
坂
神
社
）
の
神

事
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
で
も
7
月

に
行
わ
れ
る
山
鉾
の
巡
行
は
京
都
の

夏
の
風
物
詩
に
な
り
ま
し
た
。

八
坂
神
社
の
御
祭
神
は
ス
サ
ノ
オ

ノ
ミ
コ
ト
（
牛ご

頭ず

天て
ん
の
う王

）
で
、
恐
ろ

し
い
疫
病
の
神
様
で
す
。

日
本
人
は
面
白
い
民
族
で
、
祟た

た

り

を
す
る
神
様
を
祭
り
上
げ
て
祟
り
か

ら
守
っ
て
く
れ
る
神
様
に
し
て
し
ま

う
の
で
す
。
疫
病
に
か
か
ら
せ
る
神

様
を
、
病
気
を
防
い
で
く
れ
る
真
逆

の
神
様
に
す
り
か
え
て
拝
ん
で
し
ま

う
の
で
す
。

祇
園
祭
の
成
功
に
よ
り
、
祇
園
信

仰
が
全
国
に
広
ま
り
ま
し
た
。
疫
病

除
け
や
健
康
祈
願
の
祭
り
と
し
て
各

地
の
夏
祭
り
に
な
り
ま
し
た
。

松
本
の
深
志
神
社
境
内
に
も
八
坂

様
が
祀ま

つ

ら
れ
て
い
ま
す
。
7
月
14
、

15
日
に
は
笹
の
葉
に
五
色
の
短
冊
を

つ
け
た
も
の
を
奉
納
し
て
、
赤
痢
や

疫
痢
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
お
腹

が
痛
く
な
ら
な
い
よ
う
に
お
祈
り
し

ま
す
。
昔
は
夏
場
の
疫
病
が
多
く
の

人
の
命
を
奪
っ
て
き
た
た
め
で
、
命

が
け
の
お
祭
り
で
し
た
。

さ
て
、
麻
績
の
宮
本
に
あ
る
神
明

宮
は
伊
勢
の
御み

く
り
や厨

（
荘
園
）
で
す
か

ら
御
祭
神
は
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ

ミ
で
す
。
高た

か
ま
が
は
ら

天
原
で
育
て
て
い
た
稲

穂
を
孫
の
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
こ
の

中な
か
つ
く
に

津
国
に
天
下
る
と
き
に
与
え
た
と

い
う
日
本
人
が
稲
作
を
す
る
起
源
説

話
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
天あ

ま
て
ら
す照

皇お
お
み
か
み

大
神
は
日
本
の
主
祭
神
で
あ
り
、

農
耕
の
神
様
で
す
。
刈
谷
澤
神
明
宮

の
お
田
植
え
祭
り
や
、
仁
科
神
明
宮

の
稲
作
神
事
が
有
名
で
す
。

5
棟
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
麻
績
の
神
明
宮
の
一
年

で
一
番
大
き
な
お
祭
り
は
7
月
28
日

の
真
夏
に
行
な
わ
れ
る
夏
祭
り
で
、

地
域
の
人
び
と
は
祇
園
祭
と
呼
ん
で

い
ま
す
。
昨
年
の
麻
績
の
祇
園
祭
の

成
功
に
よ
り
、
こ
の
地
域
の
秋
祭
り

も
復
活
し
た
の
で
す
。

シ
リ
ー
ズ
⑲

民
俗
よ
も
や
ま
話

祇ぎ

園お
ん

祭ま
つ
り

山
崎 

洋
文

祇園祭で舞う巫女たち

永井川沿いに咲く
野バラ

麻績神明宮入口

八坂様の五色の笹の葉

館
報
編
集
後
記

館
報
1
1
2
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

生
命
力
に
あ
ふ
れ
た
万
緑
の
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
野
も
山
も
田
ん
ぼ
も

畑
も
緑
に
お
お
わ
れ
、
早
朝
か
ら
草
刈

り
機
の
駆
動
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

先
日
初
め
て
、
父
に
教
わ
り
な
が
ら

田
ん
ぼ
の
畦
の
草
刈
り
を
し
ま
し
た
。

簡
単
そ
う
に
見
え
て
こ
れ
が
な
か
な
か

思
う
よ
う
に
い
か
ず
悪
戦
苦
闘
で
、
機

械
の
扱
い
に
慣
れ
た
頃
に
は
お
し
ま
い
。

ベ
テ
ラ
ン
の
父
と
比
べ
る
と
刈
り
残

し
も
多
く
不
出
来
で
し
た
が
、
き
れ
い

に
刈
り
込
ま
れ
た
畦
を
眺
め
る
の
は
気

持
ち
よ
い
も
の
で
し
た
。

田
ん
ぼ
の
す
ぐ
横
を
流
れ
る
河
川

は
地
区
で
分
担
が
決
ま
っ
て
い
て
、
毎

年
草
刈
り
や
整
備
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
住
む
人
が
少
な
く
な
れ
ば
そ
う
い

う
活
動
も
難
し
く
な
っ
て
荒
れ
て
し
ま

う
の
か
な
と
、
ふ
と
心
配
が
よ
ぎ
り
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

  

案
山
子

コ
ラ
ム

田
ん
ぼ
の
稲
が
日
に
日
に
大
き

く
な
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
人
が
自
然
の
景
色
と
い

う
と
思
い
浮
か
ぶ
、
水
田
が
広
が
り
、

人
家
が
あ
っ
て
、
織
成
す
山
々
が
あ

る
…
と
い
う
景
色
は
ま
さ
に
我
が

村
の
景
色
そ
の
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
、
あ
り
の
ま
ま
の
自

然
で
は
な
く
人
の
営
み
と
関
わ
り

作
ら
れ
た
自
然
の
風
景
の
こ
と
を
、

「
二
次
的
自
然
」
と
い
う
そ
う
で
す
。

水
田
は
ま
さ
に
二
次
的
自
然
で

す
。
そ
れ
は
日
当
た
り
が
よ
く
水
の

流
れ
が
な
く
温
か
く
、
多
く
の
生
物

に
と
っ
て
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
然
よ

り
、
と
て
も
魅
力
的
な
環
境
な
の
だ

そ
う
で
す
。

現
在
、
耕
作
放
棄
、
圃
場
整
備
、

農
薬
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
、
水
田

に
暮
ら
す
水
棲
生
物
た
ち
が
減
っ

て
い
ま
す
。
生
物
多
様
性
を
守
る
と

い
う
こ
と
は
、
地
球
に
生
き
る
す
べ

て
の
生
き
物
を
守
る
こ
と
に
繋
が

り
、
お
互
い
が
も
た
ら
し
て
い
る
恩

恵
を
守
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
ち
ょ
っ

と
ず
つ
…
と
思
い
な
が
ら
、
田
車
を

押
し
て
い
ま
す
。

の
ら
や

27 26



『キッズビクス』

で親子体操も

はい、ポーズ

ジャンボーリ

ミッキー♪

 

『ベビー

マッサージ』

やさしく

マッサージ

『避難訓練』

「乗せて

もらったよ」

 

子育て支援センターでは、親御さんが養育スキルを具体的に学ぶペアレントトレーニング『おひさまクラス』をはじ
め、『おひさまの森』の行事も始まり、ベビーマッサージ対象の乳児から元気いっぱいの幼児の皆さんで毎日にぎ
わっています。5月には足形でこいのぼりを作る活動を楽しみました。夏には水あそびを実施していく予定です。

外遊びが好きな子どもたちは、毎日園庭に出て思いっきり体を動かして遊んでいます。

たくさんの自然と触れ合うなかで、楽しいことがたくさんあるようです。

『筑北村二保育園応援団（ボランティア）』を募集中です

畑や田んぼの収穫、園外への散歩など、子ども達と一緒に楽しく活動をし

ませんか？地域の魅力やたくさんの知識を教えてください。園内の環境整備

や見守りなどもお手伝いいただけるとありがたいです。子ども達は応援団の

皆さんが来るのをとても楽しみにしています。ご協力お待ちしています。

問い合わせ：筑北ひまわり保育園（66-2043）坂井保育園（67-2153）

ダイナミックに砂遊び

～田植え～

保護者の方も一緒に田植えをしました

～畑の活動～

いろいろな野菜を植えました

大きくなーれ！

おさかなさんだー

川でもみつけたよ！
ジュースでカンパーイ！

かえるさん見つけたよ！

★印…会場は坂井児童館です。　 詳しくは「おひさま・すこやかカレンダー」をご確認ください。

8月・9月の行事予定8月・9月の行事予定

8月
日 に ち 内　　容
１日（木） どんぐりくらぶ
8日（木） ベビーマッサージ

22日（木） 理学療法士相談
★27日（火） ベビーマッサージ
　29日（木） ベビーマッサージ

子育て支援センターだより子育て支援センターだより

日 に ち 内　　容
13日（金） うんどう会
19日（木） キッズビクス
24日（火） 乳幼児健診

※午後の自由開放はありません

26日（木） ベビーマッサージ

9月
日 に ち 内　　容
5日（木） 理学療法士相談
6日（金） 2歳児相談・7ヵ月相談

★10日（火） ベビーマッサージ
12日（木） ベビーマッサージ

保育園だより保育園だより
筑北ひまわり保育園・坂井保育園

29 28



筑 北 村 図 書 館 だ よ り筑 北 村 図 書 館 だ よ り
信州 山の日信州 山の日

図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ

長野県は 7 月の第 4 日曜日を「信州　山の日」に制定して、今年で 10 周年を迎えます。
長野県各地で関連した催しがあるようです。筑北村図書館では新刊も含め、山関係の特集を
しています。

筑北村図書館　お問い合わせ　TEL 0263-66-1115

◆ スクラッチアート体験
日　時 : 令和6年7月28日（日）　14時〜15時
場　所 : 筑北村図書館　2階　会議室
持ち物 : 必要な方は水分補給用の飲み物（フタのつい

ているもの）
申込み : 先着順15名

◆ 夏休みおはなし会
日　時 : 令和6年8月9日（金）10時～ 11時
場　所 : 筑北村図書館　2階　多目的室

おはなしさくらんぼのみなさんによる読み聞かせ、ペット
ボトルのふたを使ったびゅんびゅんごまを作ります。

持ち物 : はさみ、必要な方は水分補給用の飲み物（フタのついてい
るもの）

セカンドブック贈呈式	 6 月 23 日セカンドブック贈呈式	 6 月 23 日

第 171 回　芥川・直木賞候補作発表第 171 回　芥川・直木賞候補作発表

ボードゲームであそぼう！	 5 月 26 日ボードゲームであそぼう！	 5 月 26 日

今年度 3 歳を迎えるお子さんを対象に行いました。内川雅信教育長より一人ずつ名前を呼
ばれ、みんな笑顔で絵本を受け取っていました。

今季の選考は 7 月 17 日に行われました。図書館では直木賞候補作すべてと、芥川賞受賞
作の購入を予定しています。こちらは直木賞ノミネート作品です。

1階談話室でボードゲーム体験会を開催しました。
今回は「こおりくずしゲーム」や「ポコン」など、年齢を問

わず、初めての人でも楽しめるボードゲームを10種類ほど
用意しました。参加者が気に入ったゲームは「もう1回、もう
1回」と何度も遊んでくれていました。今回、親子での参加が
あり、興味津々で色んなゲームの体験ができたようです。

『地雷グリコ』
青崎有吾

『令和元年の
人生ゲーム』
麻布競馬場

『ツミデミック』
一穂ミチ

『われは熊楠』
岩井圭也

『あいにくあんたの
ためじゃない』
柚木麻子
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［印刷］川越印刷株式会社

※環境保全に対応し
た紙と、環境に優し
い植物性油インク
を使用しています。
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